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おたすけ観音 報恩寺
綾瀬市寺尾南２-１０-１
電　話 0467-78-7160
ＦＡＸ 0467-79-1567

本年度の大般若祈祷会は新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、

皆様の安全確保や拡大防止の観点から檀信徒の参拝を中止させて

いただくことにいたしました。法要は内勤といたします。 

記

日　時　　令和 ２年 ５月 17日 （日） 14時より
Facebook　「おたすけ観音　報恩寺」でライブ中継を予定しています。

詳しくは「おたすけ観音　報恩寺」のホームページ、または「おたすけ観音報恩寺のFacebook」を

ご覧ください。

大般若祈祷会勤修について

次の方々から特別御寄進を頂きま
した。各位の御芳志に感謝すると
共に供養菩提のご冥福をお祈りい
たします。

令和元年５月　橘 川  一 枝　様

令和元年６月　早 川  主 税　様

令和元年７月　早 川 雪  男　様

令和元年８月　橘 川  雅 弘　様

令和元年10月　山 口  裕 久　様

令和２年３月　橘 川  一 枝　様

だい はん にゃ き とう え ごん しゅう

特別御寄進
毎月第１日曜日　朝6時より
毎月第1日曜日の前日土曜日　午後3時より

どなたでも参加できます。
動きやすい服装でおいで下さい。

座禅会

◆ 報恩寺年間行事予定 ◆

   4 月   8 日 花祭り
   5 月 17 日 大般若
   8 月   7 日 大施餓鬼会
   9 月 16 日 秋彼岸会法要
 12月   8 日 成道会
 12月 31 日 除夜の鐘
令和３年   1 月   1 日 お年始詣り
   2 月 15 日 涅槃会
   3 月  彼岸会法要



新命と首座が互いに
お拝をする 首座が入堂を認められ座禅堂の自位につく

令和元年 5月 17 日 15 時　首座入寺式　
首座入寺式とは、修行僧のリーダーを務めるための儀式。首座は住職の弟子であり長男の加藤太樹がその役を
務める。本堂を座禅堂に見立て焼香道内を一巡し、堂長にお拝をして自位につく。

入堂の為の焼香

令和元年 5月 17 日 15 時 30 分　土地堂念誦
晋山式の安穏と円成（成功）を土地神に祈念する法要。
本堂脇間を使用し行われる。

書記とは首座の指導役

新命首座書記本堂脇間にて法要が行われる

令和元年 5月 17 日 16 時　本則配役行茶
住職より晋山式の寺院配役のほか檀信徒役員配役が発表され、その後、ご本寺様より明日の首座法戦式
の本則（課題）の講義があり、参加者にお茶とお菓子が振舞われる。

配役を読み上げる新命本則の講義をする西堂役員・梅花講員にお茶とお菓子が振舞われる
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令和元年 5月 18 日 12 時　先住忌
報恩寺二十八世重興大源良興大和尚三回忌法要を
海老名市勝瀬鳳勝寺住職
山下玄機老師を導師にお
願いし行いました。

令和元年 5月 18 日 12 時 40 分　総回向
全法要の最後に新命和尚が檀信徒各家のご先祖様の供養と、家門繁栄、
子孫繁栄を願います。

おたすけ観音さまお施主さん募集
山内に鎮座されています
石のお観音様のお施主様
を募集いたします。

一体一体職人による手彫
りです。

1体 20 万円

7



令和元年 5月 18 日　稚児行列
新命住職一行は、安下処を出て寺尾南自治会で稚児一行と合流し報恩寺までを行列します。報恩寺
役員用と稚児引率用の法被は、お観音様の梵字（サ）と梅の花・波をデザインしています。
役員さん先導して頂き、雅楽・幡持ち（総代）
梅花講・稚児・新命・傘持ちの順で行列しま
した。

行列の先頭が参道に到着し、雅楽の音色が響き渡る

寺尾南自治会館を稚児行列が出発する

梵字の入ったオリジナルの白い傘をさして

令和元年 5月 18 日　安下処諷経
安下処とは、新住職が寺に入る前に立ち寄り、旅支度から晋山式の身支度を整える場所という
意味です。この度は晋山式実行委員長である近藤亘さんのご自宅を安下処とさせていただきま
した。先祖供養を勤め、記念写真を撮影しました。

安下処にて先祖供養を勤める 安下処にて五侍者と共に記念写真
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令和元年 5月 18 日 10 時 30 分　首座法戦式

首座はじめ両班が導師を迎えに玄関に 導師より法戦をするための竹篦を受け取る

修行僧の第一座に足る迫力の問答が繰り広げられる

本寺である遠藤・寶泉寺さまにお拝をする首座。
堂内全ての随喜寺院にお拝をして回る。

首座とは修行僧の筆頭であり、住職の隣に座り
その補佐をしながら修行をするという意味。
その昔、お釈迦さまが霊鷲山においてお弟子の
迦葉尊者にご自分の席を半分ゆずって説法を許
されたという故事にならい、住職に代わって仏
道の肝心なところを、修行僧に説法をしたとい
う儀式が徐々に発展し、首座と修行僧達とで激
しい問答を行うようになりました。



令和元年 5月 18 日　晋山式
山門・仏殿（本尊・お釈迦様、本堂）で法語を奉読し、住職辞令と緋衣（赤い衣）を宗務所長より
受け土地堂さま、達磨様、御開山様に法語をとなえる。
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宗務所長より緋衣を受け取る

山門法語を奉読する 大擂上殿 仏殿法語を奉読し焼香

開山堂法語

新命退堂 入退堂は屋外に通路を特設

大太鼓の鳴り響くなか上殿する 問答に先立ち世話役の和尚様たちから礼を受ける

5

令和元年 5月 18 日　晋山開堂
晋山開堂とは晋山上堂ともいい、新命住職が須弥壇上に登り住職としての信念や、方針を述べ、随喜寺院
より、お祝いの言葉や、力量を問う質問を受け、西堂老師（本寺住職）がそれを見定め証明するという内容
の法要です。

問答の第 1問目は首座和尚
問い「如何なるか仏法」
答え「仏法とは、今日のこの
法要に随喜してくださった
ご寺院さま、檀信徒の皆様、
陰ながら支えてくれた、あな
たの母親である寺族のおかげ
です。それが仏法。その御恩
に答えるのも仏法です。
弁道精進してください。 随喜寺院との問答

永平寺専使　本覺寺住職守長老師より祝辞を頂く

総代長実行委員長　近藤亘様より祝辞を頂く

宗務所長・永平寺専使・西堂老師の見守るなか
法要が修行される

法要が務まり退堂する


